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▶本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。看
護管理者の皆さまの悩みに寄り添う雑誌を引き
続きつくってまいりたいと思います。▶新巻頭シ
リーズ「気になる病院の魅力」がスタートしまし
た。これまで巻頭シリーズとして行ってきたオンラ
インセミナー「Share & Dialogue」は，今後は

「看護管理 まなびラボ」（本欄右下を参照）の
企画として開催していきます。▶特集の座談会に
関連して，うれしいことにキャサリン先生とお話し
する機会がございました。先生は，他者を丸ごと
包み込むような優しさと，力強い確かなビジョン
を併せ持った方だと感じました。▶新連載「看
護職と睡眠の深い世界」が始まりました。交代
制勤務者が多く，睡眠障害のリスクが高い看護
職に，睡眠について知っていただくことで，ご自
身やスタッフのウェルビーイングの向上と患者ケア
の改善につながりますと幸いです。� （林田）

▶2024 年も，『看護管理』誌をどうぞよろしくお
願いします。新年号ということで，新しい巻頭シ
リーズ「気になる病院の魅力」が始まりました。
施設規模や地域を問わず，挑戦的・意欲的な
取り組みを行うご施設や人物をご紹介します！ 
▶本号に掲載したシリーズ第 1 回の谷田病院で
は，藤井将志様，松岡真由美様をはじめ，関係
者の皆さまにとても温かく迎えていただきました。
お陰さまで，幸先がよいシリーズの出だしにでき
たかなと感じています。皆さま，本当にありがとう
ございました。▶連載「人が成長する組織づくり
の可能性を探る」が最終回を迎えました。スタッ
フが生き生きと働ける組織づくりに向けて，皆さ
まにご参考にしていただけていれば幸いです。嶋
田至先生，西川耕平先生，1 年間ありがとうご
ざいました。� （古賀）

編集後記

特集

尊厳と安全をどう守るか？
「生きる」を支える倫理的なケア
効率性と安全性を過度に追求することなく，患者の尊厳と安全を守るとともに，看護師の安全も
守りながら自律した看護師を育成するために，看護の現場には何が必要でしょうか。本特集で
は，主に「身体拘束」について，マネジメントをはじめ，医療安全，政策など，さまざまな視点
から考えます。そして，「生きる」意味を支える倫理的なケアの実現に向けて，看護管理者が行う
べきことや意識すべきことについてあらためて考察します。

【座談会】 
身体拘束についてあらためて考える 
兵庫県立西宮病院での転倒事故裁判の判決から 
◉熊谷雅美／叶谷由佳／奥 裕美

【座談会】 
「患者の個別性を支え，尊厳を守るケア」を看護管理者はいかに支えるか 

認知症を持つ方へのケアを，組織マネジメントと人材育成の視点から再考する 
◉さとうみき／堀田聰子／深堀浩樹／川﨑つま子
医療安全管理者の立場（医療安全の視点）から◉甲斐由紀子
精神保健福祉法改正について◉関根小乃枝
長年，身体拘束ゼロに取り組んできた立場（看護管理の視点）から◉小藤幹恵

巻頭シリーズ

気になる病院の魅力　②桜十字病院 
◉建山 幸／穴見優佳

看護管理者の皆さまのための生
涯学習サービスを開始します。
下記Webサイトを，ぜひチェッ
クしてみてください。
https://kanlabo.igaku-shoin.
co.jp/

「看護管理 まなびラボ」はじまります！
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